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子育て未来応援プラン「あしや」の PDCA （第５章地域子ども・子育て支援事業の量の見込みと確保方策） 

計画のニーズ量＜２８年度実績（実際のニーズ量）・・・見直しを行う 

ニーズがあるだけサービスを提供する（受皿を確保する）という前提の計画であるため，２８年度実績が計画のニーズ量を上回っている部分については，２８年

度実績の数字を参考に，上方修正の見直しを行う。 

計画のニーズ量＞２８年度実績（実際のニーズ量）・・・見直しは行わない 

見直すとなれば，２８年度実績に近づけるよう計画のニーズ量を下方修正するということになるが，当時のアンケートにおいて把握されたニーズ量を下方修正す

ることは市のサービス目標を低下させるということになるため，計画のニーズ量の下方修正の見直しは行わない。 

事業名 
現状 

（計画と２８年度実績の比較） 
現状を踏まえた市の考え方 

時間外保育事業 
計画のニーズ量

６３０人 
＞

２８年度実績 

５６８人 
計画のニーズ量の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

放課後児童健全育成事業

計画のニーズ量

４８３人 
＜

２８年度実績 

５１１人 低学年においては，計画のニーズ量と２８年度実績との間に大きなかい離は見られ

ないが，現に計画を上回る実績があること，また申込み者数が増加傾向にあることか

ら見直しを行う（資料１-３参照） 

高学年においては，計画のニーズ量の下方修正はせず，現行のまま据え置く 
計画のニーズ量

１４５人 
＞

２８年度実績 

１３２人※

（４４人） 

子育て短期支援事業 

計画のニーズ量

３３人 
＞

２８年度実績 

６人 
計画のニーズ量の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

計画の実施箇所数

１２か所 
＝

２８年度実績 

１２か所 
計画の確保方策において，見直しは行わない 

地域子育て拠点事業 

計画のニーズ量

４，１９９人 
＞

２８年度実績 

１，３２０人 
計画のニーズ量の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

計画の実施箇所数

２か所 
＞

２８年度実績 

１か所 

計画の確保方策において，計画が先行している状況にあるが，計画の下方修正はせ

ず，現行のまま据え置く 

※２８年度は４年生のみの受入れであり，実績は４４人だったが，計画のニーズ量１４５人は４～６年生の合計であるため，実績４４人×３（４～６年生分）＝１３２人とした 

資料１－２ 



2 

（表面の続き）

事業名 
現状 

（計画と２８年度実績の比較） 
現状を踏まえた市の考え方 

一時預かり事業 

（幼稚園型） 

計画のニーズ量

５７，８４５人 
＞

２８年度実績 

（調査中） 

２８年度実績は現在調査中であるが，計画のニーズ量が上回る見込み 

計画のニーズ量の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

一時預かり事業 

（保育所及びファミリー・サ

ポート・センター） 

計画のニーズ量

２７，０８７人 
＞

２８年度実績 

１０，６５８人 
計画のニーズ量の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

病児保育事業 

計画のニーズ量

１８７人 
＞

２８年度実績 

１４７人 
計画のニーズ量の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

計画の実施箇所数

１か所 
＝

２８年度実績 

１か所 
計画の確保方策において，見直しは行わない 

子育て援助活動支援事業

（就学児） 

計画のニーズ量

１５，８３９人 
＞

２８年度実績 

８５２人 
計画のニーズ量の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

利用者支援事業 
計画の確保数 

１か所 
＝

２８年度実績 

１か所 
計画の確保方策において，見直しは行わない 

妊婦健康診査 
計画のニーズ量

１，３０１人 
＞

２８年度実績 

１，２４７人 
計画のニーズ量の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

乳児家庭全戸訪問事業 
計画の推計値 

７３４件 
＞

２８年度実績 

６９８件 
計画の推計値の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

養育支援訪問事業等 
計画の推計値 

７人 
＞

２８年度実績 

１人 
計画の推計値の下方修正はせず，現行のまま据え置く 

  計画のニーズ量はアンケートを基にしていることから，サービスを利用してみたいといった潜在的なニーズを含んでいるが，２８年度実績の数値は申込み

やサービスを利用する等の顕在化したニーズであり，潜在的なニーズは含まれていない 


